
2019 年 7 月 24 日 

情報数理工学実験第二 A、第二 B 

コンピュータサイエンス実験第二 A、第二 B 

(以下 MICS 実験２)の履修について 
 

１． 課題について 

情報数理工学実験第二 A、第二 B、コンピュータサイエンス実験第二 A、第二 B、（以下 MICS 実験２）は一体となって

実施する。後学期の月水合わせて 30 回実施するが、4 ラウンドにわかれる（各ラウンド 7 回）。前半 14 回（第１ラウンド、第

２ラウンド）が MICS 実験第二 A、後半 14 回（第３ラウンド、第４ラウンド）が MICS 実験第二 B に対応する。各ラウンドの担

当は以下のとおりである。各ラウンドで 1 テーマを選び、全体で 4 テーマを履修することになる。 

 

※教職免許を取る予定の学生のために、ネットワーク課題を★印で示す。教職を取るつもりのない学生は無視して構わない。 

 

ガイダンス： 10/02（水）西９-135 で 13:00 開催予定 

第 1 ラウンド： 10/07(月)10/09(水)10/14(月)10/21(月)10/23(水)10/28(月)10/30(水) 

第 2 ラウンド： 11/06(水)11/11(月)11/13(水)11/18(月)11/20(水)11/27(水)12/02(月) 

第 3 ラウンド： 12/04(水)12/09(月)12/11(水)12/16(月)12/18(水)12/23(月)01/06(月) 

第 4 ラウンド： 01/15(水)01/20(月)01/22(水)01/27(月)01/29(水)02/03(月)02/05(水) 

予備日： 01/08(水) 総括： 02/10(月 

 

２． 課題の割当て方式 

原則： 

 各ラウンドに全テーマについて希望順を決めて申し込む。各テーマの定員は実験の全履修者数を該当テーマ数でほぼ

均等割したものである。 

 希望を優先して、テーマへの割り当てを決める。 

 



 希望者が定員を越えたテーマについては、MICS 実験第一の成績を参考にして、配属を決定する。（実験第一の成績が

欠、あるいは履修申告をしていない者の割り当ては後回しにする。） 

 教科「情報」の教職免許を希望する者で、第二 A を教職科目として利用した場合は、第二 A（第１、２ラウンド）ではネット

ワーク課題★を取らなければならない。（この場合は、★の課題のみ希望順を決めて申し込むこと。） 

 

手順： 

１． 第１ラウンドから順に処理する。まず、実験第一の成績を各自の持ち点とする。 

あるテーマの第一希望者の合計が定員以下ならその希望に割り当てる。定員を越える場合は、持ち点の多い順

に定員まで割り当てる。定員から溢れた者は第二希望について同様に割り当てるということを全員が配属するま

で続ける。 

２． 各自について、第 n 希望で割り当てられた場合は、次のラウンドの持ち点は実験第一の成績の 

（１＋（n－１）/１０）倍とする。 

３． 同様にして、第２、第３、第４ラウンドも割り当てる。 

４． 教科「情報」の教職免許を希望する者で、ネットワーク課題★を希望した場合は優先して割り当てられる。 

 

３． 課題希望の提出方法（登録方法）、及び、提出期限 

以下の手順にしたがって、希望を期日までに登録すること。 

 

・登録期間 8/01（木）から 9/01（日）までとする。期限内に必ず登録すること。登録を忘れると、課題に割り当

てられなくなり、非常に不利に働くので、十分に注意すること。 

 

・登録手順 以下の「課題希望申請ページ」に入り、必要事項を正確に記述し、４つのラウンドについて希望するテーマを希望

順にすべて記入すること。正しく記入されていない場合、割り当てができなくなり、不利益に働くことがある。 

    課題希望申請ページ：http://urx2.nu/2kOW （登録期間内であれば、一度回答したものでも編集可能である） 

      例）第 1 ラウンドの正しい記入例 ○ 1a,1b,1c,1d,1e,1f,1g,1h,1i,1j   

誤った記入例 ☓ 1b,1c,1e,1f （←すべての希望を書いていない） ， ☓ 1a,2b,1c,1d,1e,1f,1g,1h,1i,1j （←違うラウンドが入っている） 

 

・教職免許希望者 教科「情報」の教職免許を希望する者は、上記課題希望申請ページで希望する旨チェックし、第１ラウンド、

第２ラウンドにおいては、ネットワーク課題★の希望順だけ記入すること。（対応する課題以外のものは書かない。） 

 

・再履修者の部分合格 再履修者で第二 A か第二 B について部分合格している場合は、不合格となったラウンドだけを履修す

れば良い。つまり、部分合格していないラウンドについてのみ希望順を記入すること。合格しているラウンドの欄には、「x」

と記入すること。ただし、合格済みの教員の課題を履修することはできないので、注意すること。何が部分合格かわから

ない場合は、伊藤にメールで問い合わせること。 

 

 

 

          問い合わせ連絡先: 伊藤毅志 ito@cs.uec.ac.jp 

       実験第二 Web ページ：http://entcog.c.ooco.jp/uec-i/jikken2/ 










